
◎商法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備に関
する法律

（平成一四年五月二九日法律第四五号）　　

一、提案理由（平成一四年四月九日・衆議院法務委員会）

○森山国務大臣

……………（略）……………

　続いて、商法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備に関する法律案に

つきまして、その趣旨を御説明いたします。

　この法律案は、商法等の一部を改正する法律の施行に伴い、非訟事件手続法ほか百一

の関係法律について、規定の整備を行うとともに、所要の経過措置を定めようとするも

のであります。

　以上が、これらの法律案の趣旨でございます。

　何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに可決くださいますようお願いいたします。

二、衆議院法務委員長報告（平成一四年四月二三日）

　（商法等の一部を改正する法律（平一四法四四）の委員長報告と一括して掲載）

三、参議院法務委員長報告（平成一四年五月二二日）

○高野博師君　ただいま議題となりました両法律案につきまして、法務委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。

……………（略）……………

　次に、商法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備に関する法律案は、

商法等の一部を改正する法律の施行に伴い、非訟事件手続法ほか百一の関係法律の規定

を整備するとともに、所要の経過措置を定めようとするものであります。

　委員会におきましては、両法律案を一括して審査を行い、コーポレートガバナンスの

実効性の確保と委員会等設置会社の意義、社外取締役要件の妥当性、株券失効制度の問

題点、企業会計のディスクロージャーの充実強化、今後の商法改正についての課題等に

ついて質疑が行われ、また、参考人から意見を聴取いたしましたが、その詳細は会議録

によって御承知願います。

　質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党の井上理事より両法律案に反対

する旨の意見が述べられました。

　討論を終わり、順次採決の結果、両法律案はいずれも多数をもって原案どおり可決す

べきものと決定いたしました。

……………（略）……………

　以上、御報告申し上げます。


